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‥
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や
＝Ｈ
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い音
同

政
府
は
２
０
２
４
年
度
予
算
案
の
防
衛
費
を
約
７
兆
７
千
億
円

（米
軍
再
編
経
費
を
含
む
）

と
す
る
方
向
で
最
終
調
整
に
入

っ
た
。

２７
年
度
ま
で
の
５
年
で
総
額
約
４３
兆
円
を
投
じ
る
防
衛

力
の
抜
本
的
強
化
の
２
年
目
で
、
過
去
最
大
だ

っ
た
２３
年
度
当
初
の
約
６
兆
８
千
億
円
を
大
き

く
上
回
る
Э
也
コ
一項
域
の
ミ
サ
イ
ル
基
地
な
ど
を
破
壊
す
る
反
撃
能
力

（敵
基
地
攻
撃
能
力
）

歴
史
は
当
た
り
前
に
あ
る
も
の

で
は
な
く
、
遺
跡
や
遺
物
、
文
字

で
書
か
れ
た
記
録
な
ど
、
過
去
に

生
き
た
人
々
の
痕
跡
、
す
な
わ
ち

史
料
が
あ

っ
て
初
め
て
、
歴
史
を

知
る
こ
と
が
で
き
る
。
だ
か
ら
私

た
ち
は
史
料
を
大
切
に
守
ら
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

で
は
、
そ
も
そ
も
な
ぜ
、
私
た

ち
は
歴
史
を
学
ぶ
の
か
。
戦
争
の

歴
史
を
学
び
同
じ
惨
禍
を
三
度
と

繰
り
返
さ
な
い
。
災
害
の
歴
史
を

知
り
将
来
の
防
災
や
減
災
に
生
か

す
。
こ
の
よ
う
に
、
歴
史
か
ら
さ

ま
ざ
ま
な
教
訓
を
引
き
出
す
こ
と

は
、
歴
史
を
学
ぶ
目
的
と
し
て
よ

く
語
ら
れ
る
。
ま
た
、
先
人
の
偉

業
を
学
び
模

範
や
励
み
に

す
る
、
と
い

っ
た
話
も
よ

く

聞

か

れ

中
で
、
結
婚
後
の
旧
姓
使
用
を
希

望
す
る
女
性
も
増
え
、
選
択
的
夫

婦
別
氏

（名
字

・
姓
）
制
度
を
求

め
る
声
が
上
が

っ
て
い
る
。

同
じ
家
族
が
異
な
る
名
字
を
名

乗
る
と
い
う
、
新
た
な
制
度
を
導

入
す
る
の
か
ど
う
か
。
私
た
ち
は

選
択
の
時
を
迎
え
て
い
る
。
そ
の

時
に
、
歴
史
を
振
り
返

っ
て
み
る

と
、
日
本
史
上
最
も
有
名
な
夫
婦

と
も
い
え
る
み癬

岬
の勅

軋
（源
は
姓
）

と
惚
梨
薩́
子こ
（北
条
は
名
字
、
姓

は

平

）
は
、
同
じ
姓

で
は
な

い
こ

と
が
知
ら
れ
る
。
政
子
は
結
婚
後

っ
た
。

、
姓
は

さ
か
の
ぼ
れ
ば
、
日
本
史
の
教
科

書
で
最
初
に
登
場
す
る
有
名
人
は

女
王
『
静
呼こ
で
あ
る
。
各
地
の
古

墳
に
は
男
性
だ
け
で
は
な
く
女
性

も
埋
葬
さ
れ
て
お
り
、
飛
鳥

・
奈

良
時
代
に
は
男
性
天
皇
と
ほ
ぼ
同

数
の
女
性
天
皇
が
在
位
し
た
こ
と

も
知
ら
れ
る
。
今
と
は
異
な
る
男

女
の
あ
り
方
が
、
か

つ
て
の
わ
が

れ
る
わ
け
で
は
な
い
。

し
か
し
、
こ
れ
ま
で
に
学
ん
だ

歴
史
を
今
の
社
会
と
関
連
付
け
て

捉
え
直
し
て
み
る
と
、
社
会
は
常

に
変
化
し
て
お
り
、
そ
の
変
化
の

過
程
を
経
て
今
が
あ
る
こ
と
を
理

解
で
き
る
。
例
に
挙
げ
た
夫
婦
別

氏
を
め
ぐ

っ
て
、
今
、
新
た
な
制

度
の
導
入
に
踏
み
出
す
に
せ
よ
、

変
化

の
中

で
伝
統
を
守
る
に
せ

よ
、
歴
史
と
の
対
話
を
通
し
て
今

の
社
会
を
よ
く
知
る
こ
と
で
、
私

た
ち
は
考
え
を
深
め
、
よ
り
よ
い

決
断
を
下
せ
る
と
信
じ
る
。

歴
史
を
学
ぶ
目
的
は
、
歴
史
と

の
対
話
を
通
し
て
今
を
知
る
こ
と

に
あ
る
。
歴
史
は
人
々
の
思
考
を

成
熟
さ
せ
、
懐
の
深
い
豊
か
な
社

会
を
築
く
大
き
な
力
を
持

っ
て
い

る
。（宇

都
宮
大
共
同
教
育
学
部
准

教
授
、
と
ち
ぎ
史
料
ネ

ッ
ト
代
表
）

７
億
円
と
試
算
‐
ノ

が
１６
日
、
関
係
者

分
か

っ
た
。
今
後

を
盛
り
上
げ
る
た

用
な
ど
も
追
加
を

る
。
さ
ら
に
イ
ン

か
か
る
全
体
像
を

英
子
万
博
相
が
１９

る
方
向
で
調
整
し

万
博
に
直
接
関

内
訳
は
既
に
判
明

場
整
備
費
の
国
の

８
３
億
円
、
パ
ビ

本
館
」
の
建
設
費

の
出
展
支
援
な
ど

８
３
７
億
円
、
万

に
か
か

っ
た
費
里

し
て
い
る
。

関
連
費
用
の
全
・

駐

日
中

国

・

田
中
元
首
相

没
後
３０
笙

田
中
角
栄
元
首
一

一出
身
＝
没
後
３〇
三
・

国
の
新
潟
（一二十一三
〓一

一
「逝
去
３０
生
を
〓〓

日
関
係
シ
ン
）丁
ン
．

一潟
市
で
開
い
た
二

中
国
大
使
や
〓
手
ｒ

が
、
日
中
国
交
正
一

・し
た
田
士
氏
二
〓
〓

た
‥
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去
最
大
7

政
府
調
整
国
産
長
射
程
弾
な
ど
計
上

〓
中
小
ン

゛
“
レ
ヽ

ど
う
し
て
歴
史
を
学
ぶ
の
か

富
子
が
源
や
足
利
と
な
る
こ
と
は

な
か

っ
た
。

わ
が
国
で
夫
婦
が
同
じ
姓

・
名

字
を
名
乗
る
こ
と
を
義
務
付
け
ら

れ
た
の
は
、
１
８
９
８

（明
治
３１
）

年
に
施
行
さ
れ
た
明
治
民
法
以
降

で
あ
る
。
そ
れ
は
、
案
外
最
近
の

こ
と
と
も
言
え
よ
う
。

頼
朝
と
政
子
よ
り
さ
ら
に
前
に

7●

移

５，４■
■
饉
饉
。２２

国
で
は
見
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

「頼
朝
と
政
子
が
夫
婦
別
姓
で

あ

っ
た
か
ら
今
も
そ
う
す

べ
き

だ
」
と
か
、

「夫
婦
が
同
じ
名
字

を
名
乗
る
の
は
明
治
民
法
以
来
の

伝
統
な
の
だ
か
ら
今
も
守
る
べ
き

だ
」
な
ど
と
い
う
よ
う
に
、
私
た

ち
が
取
る
べ
き
選
択
に
対
し
て
、

歴
史
が
安
易
に
解
答
を
教
え
て
く

も
ま
た
し
か
り
で
、

JL― ス

フ.フ

リ
ア
と
の
次
期
戦
闘
機
開
発
に

６
４
０
億
円
を
充
当
。
地
上
配

備
型
迎
撃
シ
ス
テ
ム

「イ
ー
ジ

ス

・
ア
シ

ョ
ア
」
に
代
わ
る
「イ

ー
ジ
ス

ｏ
シ
ス
テ
ム
搭
載
艦
」

の
建
造
に
着
手
す
る
。

南
西
地
域

へ
の
輸
送
力
と
し

て
「自
衛
隊
海
上
輸
送
群
」
を
新

設
。
離
島

へ
の
装
備
の
陸
揚
げ

に
使
う
「機
動
舟
艇
」
３
隻
を
取

得
し
配
備
す
る
。
自
衛
官
の
人

材
確
保
に
向
け
、

９６
億
円
を
手

当
な
ど
処
遇
改
善
に
充
て
る
。

２
０
２
５
年
大
阪

・
関
西
万

博
に
か
か
る
国
費
の
総
額
を
巡

り
、
政
府
は
最
大
で
計
１
６
４

万博の国費総額
最大で1647億円
政府試算、追加も検討

る
。こ

れ
ら
は
い
ず
れ
も
、
歴
史
の

大
切
な
役
割
の

一
つ
と
言
え
る
で

あ
ろ
う
。
し
か
し
、
歴
史
を
学
ぶ

目
的
は
、
こ
う
し
た
教
訓
や
顕
彰

の
た
め
だ
け
で
は
な
い
。

例
え
ば
今
、
私
た
ち
は
男
女
共

同
参
画
を
目
指
す
社
会
に
生
き
て

い
る
。
女
性
の
社
会
参
画
が
進
む

ヽ

下野新聞
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